
 

（７）大分県高等学校体育連盟専門部細則 

第一章 総  則 

第１条 大分県高等学校体育連盟規約第６条（３）の規定に基づき、本細則を定める。 

 

第二章 設  置 

第２条 本連盟加盟校における各競技の活動状況、及び高体連が主催する大会の運営能力 

   等大会開催の諸条件を考慮して専門部を置く。 

第３条 本連盟に次の競技専門部を置く。 

陸上競技部・体操部・水泳部・バスケットボール部・バレーボール部・卓球部・ 

  ソフトテニス部・ハンドボール部・サッカー部・ラグビーフットボール部・ソフト 

  ボール部・相撲部・柔道部・剣道部・弓道部・登山部・バドミントン部・ボート部 

  レスリング部・テニス部・自転車競技部・ボクシング部・ホッケー部・ウエイトリ 

  フティング部・ヨット部・フェンシング部・馬術部・カヌー部・なぎなた部・アー 

  チェリー部・空手道部・ゴルフ部・ライフル射撃部・ボウリング部・少林寺拳法部 

（３５部） 

 １．専門部の新設については、代表者が会長に下記の書類を提出し、理事会において一

定期間経過後運営の可否を見て、評議員会の承認を得るものとする。 

 （１）専門部設置申請 

 （２）部設置校名簿 

 （３）組織・役員名簿 

 （４）申請時前の２年間の実績報告書 

 

第三章 役  員 

第４条 専門部に次の役員を置く。 

    専門部部長、専門部委員長、専門部副委員長、専門部委員 

第５条 専門部長は、加盟学校長の中から、専門部、理事会の推薦に基づいて評議員会の

同意を得て会長が委嘱する。 

 １．任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

第６条 専門部委員長は、専門部委員の推薦に基づいて学校長、専門部部長及び理事会の

同意を得て会長が委嘱する。 

 １．任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

第７条 専門部副委員長及び委員は、各支部から推薦された委員によって構成する。 

１．任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

２．専門部副委員長及び委員は、専門部委員長を補佐し、会の運営が円滑に行われるよ

う努力する。 

 

第四章 委 員 会 

第８条 専門部は、それぞれの専門部委員会を開き、会務を処理する。 

 １．専門部委員長会は、原則として年４回開催する。 



 

 ２．専門部委員会は、原則として年２回開催する。 

 ３．専門部は、それぞれの会議録を作成し、終了後すみやかに会長に報告する。 

第９条 専門部は、次に関する会務を処理する。 

（１）専門部の運営に関すること。 

（２）高体連の主催する大会に関すること。 

（３）競技力の向上に関すること。 

 

第五章 任  務 

第１０条 専門部は、理事会に提出する事業計画案及び予算案を作成し、その実施に当た 

    りその執行状況を会長に報告する。 

 １．提出物は次のとおりとする。 

 項目    数 時期 

事業前 

 

 

 

競技日程、専門委員会日程  １ 前年度１月 

大会要項（案）（申込用紙）  １ 前年度２月末日 

各支部専門委員名簿  １ 年度始め（４月） 

大会予算（案）等（県総体・新人大会・年間運営費）  １ 前年度１０月末日 

 

 

事業後 

 

 

 

プログラム（組合せ表）  １ 大会前 

大会成績 

大会運営費精算賞 

（参加負担金、参加負担金領収書） 

 

 １ 

 

大会終了後（データで提出） 

大会終了後１０日以内に持参のこ

と。 

 

専門委員会会議報告  １ 会議終了後１０日以内 

年間行事報告  １ ２月１０日 

全国 

九州 

全国・九州専門

部 

委員長会議 

召集文書（コピ

ー） 

 １ 会議１０日以内 

会議報告  １ 会議終了後１０日以内 

 ２．諸行事の準備・運営、役員委嘱、会場借用、会場召集等については、事前に事務局 

  を通じ会長の承認を得て専門部で手続きをとる。 

 ３．共催・後援については、事前に事務局に申請書を提出する。 

 

第六章 大会運営 

第１１条 大会運営は、基準要項に従って運営する。 

 １．大会準備運営については、一切を専門部に委託するが、大会要項決定後における要 

  項の変更（期日、場所等）については、必ず事務局を通して会長の承認を得ること。 

 ２．運営費は、決定された予算内で大会を実施する。予算が超過した場合でも、原則と 

  して追加予算は認めない。 

 ３．体育館等を借用して行う競技は、その管理に細心の注意を払うこと。 

 

第七章 会  計 



 

第１２条 会計書類の整理について 

 １．領収書のあて名は、専門部、専門部委員長、高体連、高体連会長名のいずれかにす 

 る。 

 ２．領収書の整理は、決算書の項目順に番号を打って領収金額が一目でわかるよう、の 

  り付けする。 

 ３．役員旅費、審判員謝金等の領収は、各人が押印する。 

 ４．生徒補助役員の領収は、当該生徒の氏名を連記し、顧問の署名・押印とする。 

 ５．会計収支決算書の帳尻は（０）又は（＋）で締めくくること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


